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会 議 録  


会 議 の 名 称  第６回行田市総合振興計画審議会  


開 催 日 時  
平成 22 年 10 月 14 日（木）  


   開会：午前９時 30 分・閉会：午前 11 時 40 分  


開 催 場 所  産業文化会館第２会議室  


出席者（委員） 


氏 名  


田口英樹委員、香川宏行委員、小林友明委員、岸田昌久委員、新井健


一委員、高橋弘行委員、原口方宏委員、小川勢津雄委員、小林康男委


員、引地みち子委員、長谷見輝生委員、大澤由子委員、龍前三郎委員、


澤田春雄委員、橋本信雄委員 


（名簿順・敬称略） 


欠席者（委員） 


氏 名  


中村博行委員、鈴木秀憲委員、根本和雄委員、新井誠委員、斎藤孝次


委員、横田保良委員                （同上）  


事 務 局  高橋総合政策部長、高橋企画政策課長、森原主幹  


会 議 内 容  
○ 第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について  


「うるおい」・「にぎわい」・「安心・安全」  


会 議 資 料  


（資料名・概要等）  


○ 次第  


○ 第５次行田市総合振興計画 基本計画原案  


○ 第５回行田市総合振興計画審議会会議録  
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 発 言 者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


※ 会長あいさつ  


※ 欠席委員の確認  


※ 会議を「公開」とすることを決定 傍聴人なし  


質疑応答  


（１）  第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について  


「うるおい」  


（資料に基づき事務局より説明）  


・うるおいの大綱については、基本構想の審議でも方向性や考え


方は概ね妥当であるとの御意見を全会一致でいただいたところ


である。  


・基本計画では、目に見える形で効果が期待でき、かつ市民の側


の意識改革と協力も必要になるであろうリサイクルに関連した


政策と廃棄物処理に関連した政策をまとめ循環型社会の形成を


目指した柱がまず一つ。続いて、豊かな自然環境の保全と公害


対策を示した自然環境に関する柱。また、温暖化対策をはじめ


とした地球規模に目を向けた柱と、大きく三つの政策を展開し、


それぞれに施策を体系づけたようだ。  


・それぞれの柱について、私の視点から述べさせていただくと、


政策を進めるにあたり、市民の方々に対して行政側の効果的な


取組みと周知が求められることはいうまでもないが、この「う


るおい」の分野については市民の側にも相応の努力が求められ


るのではないかという気がする。  


・ごみの減量にしても温暖化対策にしても、まずは市民一人ひと


りが取り組まなければ何もはじまらない。一人ひとりができる


取組みは小さなものだとは思うが、環境問題の解決に対しては、


まずはできることから始めることが大切であり、小さな取組み


が発展して大きなものとなり、はじめて効果が見えてくるもの


だと思う。  
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委 員  


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


・また、うるおいに掲げた３つの大きな政策は、そのすべてが環


境問題というグローバルな課題に結びつくものだとも思う。環


境問題というと、どうしても地球規模での大きな課題となって


しまいがちだが、ひとつの自治体として何ができるのかという


ことを真剣に考えていくことが、時代の流れでもあり大切では


ないかと思う。  


・行田市は、水と緑に象徴されるように豊かな自然環境が残り、


また、ごみ処理やリサイクルの取組みに関しても、改善すべき


点はあるものの、他市から見ても比較的充実していると個人的


には見受けられるが、うるおいの大綱全般に対して委員の皆さ


ま方の御意見を伺いたい。  


・今から４年ほど前、ごみの焼却場の問題が市で話題になった。


今の大きさではごみの焼却場がもたないので大型のものをつく


るが、逆に今のごみの量では何か公害が出るという理由で、ご


みを多く出さなければということだったと思う。  


・それが今度はまた、ごみの量を減らすという施策に一変した。


市民はどちらにすればよいか、その辺りの今後の考え方はどの


ようになっているのか。  


・御存知のように、小針にある行田のごみ処理施設だが、当初は


羽生市、旧吹上町、南河原村と４つの自治体で運営していた。


当時、新しい施設をつくるという検討がされていたが、吹上町


が鴻巣市に合併、南河原村が行田市に合併、そして羽生市は抜


けてしまった。新しい施設の用地は現在の処理場の脇に確保し


てあるのだが、これら諸般の事情とともに、 250ｔ、300ｔとい


う大型のごみ処理施設でなく、100ｔクラスのものでもよい施設


が出来始め、そのようなものも参考にしなければということで、


今は毎年補修をしながら、今ある施設で実際どのくらいもつの


かなども含めて、市・議会とも色々とやっているところである。 


・今は世界的に、ごみの減量化に向かって大きく流れており、実
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事 務 局  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


際にごみは尐なければ尐ないほどよいのだが、当時はダイオキ


シン問題が非常に騒がれて、尐ないごみでは燃えきってしまっ


て、その後有害なダイオキシンなどが出がちだということで、


常にフル稼働で強い熱で燃やしていなければいけないといわれ


ていた。しかし今は設備の向上等によりそういうこともなくな


ってきたようだ。  


・大局的にこういう方向で進めたいということを御披露いただけ


ればと思う。  


・会長からこれまでの経緯を説明していただいたが、物には必ず


寿命があるので、施設の更新という問題は避けては通れない。


焼却施設というものは比較的、寿命が短いのだが、次の施設を


つくる計画期間というのは非常に長くかかる。そのため、更新


時期をいつに定めるかは、小針の焼却場と粗大ごみ処理場を含


めて探っている段階であり、同時に今後どうしていくかを検討


している段階である。建設コストも勿論であるが、ランニング


コストも当然、考慮に入れていかなければならないので、果た


して行田市単独でやっていけるのかどうか、広域的なものにし


ていかなければならないのかどうかも含めて検討しているとこ


ろである。  


・現在、旧吹上町が行田市と続けているということだ。非常に大


きなお金もかかるため、行田市単独でつくった方がよいのか、


鴻巣市と一緒につくった方がよいのか、事務組合で行田市・鴻


巣市の双方から何名かの議員が、専門的な分野から常に検討し


ているところである。そのうち、市民の皆さまにも行田市議会


にも報告が上がってくると思う。委員が言われたように、ひと


頃、市民の間でもその問題が大きく騒がれ「いつできるのか」


という声は今でも聞くところだが、髙橋部長が言われたように、


だいぶ情勢が変わってまだ検討段階だということで御理解願い


たい。  
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事 務 局  


 


 


 


会 長  


委 員  


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


委 員  


 


 


 


 


 


 


 


事 務 局  


 


 


 


 


・その方向性であるが、P69 の『ごみ処理体制の充実』において


「ごみ処理施設の適正な運転管理を図るとともに、維持・更新等


による延命化や再整備等について、近隣市等とも連携し検討して


いきます。」と表現しており、これが今後の方針ということになる。 


・他に何か御意見等あるか。  


・「環境」「観光」「健康」に関連する一つのキーワードは、しつこ


いようだが “自転車 ”だと思う。自転車の活用は、地球環境に対し


て市民ができる大きなテーマだと思う。基本計画にはないが、


ぜひとも実施計画に「環境」「健康」「教育」をミックスした形


で具体的に取り上げていただきたい。  


・自転車の活用については、前回の会議でも「街なかの狭い道路


では大いに活用した方がよい」旨の御意見が他の方からも出さ


れた。このような発言があったことは議事録にも掲載するし、


今後、細かな計画をつくる際には、その策定委員になられる方


もあろうかと思うので、その段階で “環境にやさしい自転車を活


用 ”することについて、発言をお願いできればと思う。  


・P70『自然環境の保全』の現状と課題の３項目目に、「環境に配


慮し調和のとれた開発・整備を行う必要があります」という課


題を掲げている。しかしながら、具体的な施策を見ると漠然と


環境保全という話になってしまっている。私のイメージでは、


様々な開発や整備においてアセスメントで色々なことを実施す


るという施策が入ってくるのかと思ったが、そういう環境に配


慮した開発という具体的な施策は入っていない。どこかに織り


込むイメージはあるのか。  


・「自然環境の保全」と大きく捉えた中で、その環境に配慮したア


セスメントといった細かな事項は、下位の計画である環境基本


計画をはじめ、開発においても考慮すべきことである。総合振


興計画においては、全般的な大きな分野を捉えた中での記載と


いうことで御理解いただきたい。  
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委 員  


 


事 務 局  


委 員  
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会 長  


委 員  


 


 


 


 


 


 


事 務 局  


 


 


 


・『環境保全』という大枠の中でこれもカバーしていると理解して


よいのか。  


・そのように理解していただきたい。  


・もう一点、P73 のまちづくり指標「悪臭・騒音・振動等への公


害対策に満足している市民の割合」について、現状値が低いと


思った。左側のデータの公害苦情件数はそんなに多くないのだ


が、その割に満足している人の割合が低いと思う。よく見ると、


“公害の状況に満足しているか ”ではなく “公害の対策に満足して


いるか ”という質問になっている。これは正しいのか。  


・これは公害対策に関する指標であり、正しいものである。委員


が言われるとおり、苦情件数に比べて公害対策に満足している


市民の割合の現状値が非常に低い。語弊があるかもしれないが、


もしかしたらこれは、関心がないということの裏返しなのかも


しれない。「満足している」と「どちらかといえば満足している」


を合わせると、数値としてはかなり低いものになってしまうが、


「ふつうである」を加えると 67.9％になる。この指標は、施策


の１『公害対策の推進』に係る指標として掲げさせてもらった。 


・他に何かあるか。  


・P72 の「公害苦情件数の推移」について、委員の意見と関連す


る部分がある。事務局の説明では「煙を出す施設等は尐ない」


ということであったが、この表を見る限り、大気の部分で平成


21 年度が 46 件と突出している。また合計を見ると、平成 19 年


度、平成 20 年度に対して 92 件と非常に件数が増えている。こ


れについて、事務局としてどのような検証をされたのか伺いた


い。  


・確認したところ、先ほど煙を出す工場等は比較的尐ないと説明


したが、原因としては、市内企業に近隣住民の苦情が集中した


その数値の集計や、統計方法の変更とのことであった。平成 20


年度から平成 21 年度にかけて急激に増えているが、指導により
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現在は改善されたと聞いているので、平成 22 年度は数値が幾分


かは改善されるものと見込んでいる。  


・うるおいの分野におけるこれまでの御意見については、基本計


画への反映とより充実した取組みとともに、成果を期待する。  


・続いて、にぎわいの大綱について事務局から説明をお願いする。 


（２）第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について  


「にぎわい」  


（資料に基づき事務局より説明）  


・にぎわいの分野については、観光、農業、商業、工業及び労働


環境の五つに対して、それぞれの政策を展開する体系としたよ


うである。  


・総合振興計画では、にぎわいの分野だけでなく、すべての大綱


が結びついて効果が生まれてくるものではあるが、まちの活性


化という部分では、にぎわいという大綱の名称のとおり、この


分野が大きなウエイトを占めてくるものではないか。  


・まず観光については、今後 10 年間という考え方も大切ではある


が、皆さま御存知のように「のぼうの城」の映画化をはじめと


して、最近はたびたびマスコミにも行田が取り上げられている。 


・観光で何より大切なことは、一度訪れたらもう終わりという一


過性のスタイルではなく、また来てみたいと思わせる環境づく


りだと思う。そのためには、ハード分野の整備も大切かと思う


が、政策の最後にある観光客の受け入れ体制の整備「ようこそ


行田市へ！」という市民の気持ちの醸成が、何よりも求められ


てくるという感じがする。  


・観光資源は豊富といわれながら、整備ではまだまだという感は


否めないところではあるが、後ほど御意見をお願いする。  


・続いて、大きな政策のうち農業分野である。農業は市の基幹産


業だが、担い手不足の深刻化など、経営者と行政がともに解決


していかなければならない課題も多い。一方、農産物のブラン
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委 員  


ド化に向けた取組みや軽トラ朝市など、地産地消に関連した明


るい取組みもある。  


・委員や委員におかれても、市の農業には様々な御協力をいただ


いているところであるが、今後の明るい展開のためにも、皆さ


まの御意見をお願いできればと思う。  


・次に、商業に関連した政策であるが、近年、郊外への大型店舗


出店に伴い、行田市に限ったことではなく、地元に根付いた商


業活動というものは多大な御苦労を強いられている状況にあ


る。商業活動は、基本的には経営者の努力が大きなウエイトを


占めてくると思われるが、それに見合った行政の支援も当然の


ことながら強く求められる。  


・先の会議においても「買い物難民」という問題があった。この


ことから、単に便利さや品を求める消費者の意識だけでなく、


今後は地域に根付いた商業の復活と活性化が一つのポイントに


なってくると思われる。  


・皆さま方にも、行政支援の分野のみならず、市民には何ができ


るのかといった視点も含めて御意見をお願いする。  


・続いて産業分野の政策であるが、リーマンショック以降の経済


情勢や円高をはじめ、市内産業を取り巻く環境は未曾有の状況


ともいえる非常に厳しい局面を迎えている。生産拠点をコスト


の安い海外へ移す企業も市内にはあると聞き及んでいる。  


・世界的に厳しいこの状況にあって、企業の流出などを食い止め


ることは、行政の努力だけでは困難な面もあるかと思うが、産


業の発展というものは雇用の創出をはじめ、市に活力をもたら


す大切な分野であるため、今後について御意見を伺いたいと思


う。  


・併せて、産業と同様に厳しい状況にある労働分野についても、


大局的な見地から御意見をいただければと思う。  


・観光資源について、今「のぼうの城」が騒がれているが、いず
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れ衰退する時期が必ず来ると思う。新たな資源の発掘という課


題がある。  


・或いはもう一つ、火祭りの継続性に対する補助や支援もお願い


できたらと思う。大概、何年かは続くものの、「のぼうの城」も


一回りするとたぶん疎かになるような気がする。その辺りの考


え方を伺いたい。  


・単発ではなく継続性を持ってやっていけるものについて、事務


局の考えはあるか。  


・現在、観光プロジェクト推進室において数々の取組みを進めて


いるが、市としても「のぼうの城」によって行田の名前が全国


に知れ渡る一つのチャンスに過ぎないものと考えており、大事


なのはその後のことだと考えている。今回のことがなければ、


行田の名前を知られる機会もなかったと思うので、せっかくの


チャンスを一つのステップとして、施策に掲げた様々な取組み


に生かすことで、継続性を持った観光まちづくりに繋げたい。  


・また、火祭りに関しては現在、埼玉地区の方々の大変な努力の


おかげで、多くの方々にお越しいただく非常に大きなイベント


として成長している。その継続性については当然、行政の方で


も理解しているので、補助金の他人的援助なども含め、あらゆ


る場面で協力できるよう、市民の皆さまと一体となった観光の


発展を考えている。  


・17 日には、埼玉古墳公園で B 級グルメ大会が開催され、市外か


らかなり多くの方がお見えになると思う。やはりこういったも


のを通して、行田の PR とともに先に続く継続性というものが大


事になってくると思う。  


・また、人口が減尐する中で、市の人口増とともに商店街を活性


化して、観光客を街なかへ誘導したいという御提言があった。


そちらについても皆さまから御意見を頂戴できればと思う。  


・道の駅によく行くが、地場産品が多く置いてあり、車のナンバ
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ーを見るとあちこちから来ている。そういう点において行田と


いう場所は、忍城や水城公園、古墳公園など色々な施設がある


ものの、観光に来た人がもう一度来てみたいと思えるような大


型の施設がない。そういうものが一つあれば、ちょっと寄って


みようということでバスも来ると思う。  


・古墳公園に至っては、小さな売店があるだけで来ても何もない


からと、帰っていく人が多いと耳にしたことがある。今は女性


に目を向ける時代で、「行田に行けば珍しいものも何でもある


よ」となれば、口伝えで広がると思う。主婦の目からの意見だ


が、市としての考えはどうか。  


・具体的な話はまだないが、いずれにしても何らかの形で、それ


を市がやるか民間がやるか、或いは協力してやるか、今後の検


討課題であると思っている。  


・また、本市の「地域活性化推進委員会」においては、女性は特


に「食べる」「お土産」「きれいなトイレ」の３点が揃っていな


いと、もう一度行きたいとは思わないという御意見があった。


いずれにしても、そうしたお土産物が買えるような場所も含め


て、市として真剣に考えていかなければと思う。  


・「のぼうの城」の関係もあり、以前、石田堤について調べてみた。


確かに行田側にも史跡があるが、鴻巣側に史跡公園があるとい


うことを知って行ってみると、自然にアナウンスが流れたり、


作業に対する米や賃金などの量がその場でわかったり、石田堤


の断面を見ることができたりと、このような知恵が込められて


いたのだということで大変面白かった。  


・観光客を引き寄せるにはやはり、例えば「佐間口でこういうこ


とがあった」「長野口でこういうことがあった」といったような、


実際に来た人が巡ってみたいと思うような“ストーリー性”が


必要だと思う。  


・甲斐姫の墓は鎌倉に、長親の墓は名古屋の方にあり、どちらも
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行田にはないのだが、来て初めて知った情報や驚き、行田には


色々なものがあるので、その部分の工夫がこれからは必要では


ないかと、鴻巣の施設に行って感じさせられた。  


・私も石田堤を旧吹上町で見たことがあるが、行田は遅れている


のかと思ったことがある。大変貴重な御意見を感謝する。  


・私は以前、観光＝まちの活力にはならないと言ったが、それは


行田の観光が日帰りであることが一番の理由である。今の日帰


り観光地を見ると分かるとおり、自分で弁当や飲み物を持って


きてお金を使わない。宿泊を伴う観光でないと、いくら観光客


を呼んでも行田の活力にはならない。そういう観点を持つ必要


がある。  


・以前、沖縄県コザ市（現在の沖縄市）と伊東温泉の駅前商店街


の方々が、行田の街を見たいということで商店街に視察に来た


ことがある。一過性でどこか行くついでに寄るものだと思った


ので、行田に来ても何もないと断ったのだが、どうしても来た


いということだったので、行田で泊まることを条件に受け入れ


た。しかし宿泊先を調べると、行田にはシティホテルがなく、


結果的に両者とも熊谷のホテルを利用した。せっかく来てくれ


る人がいるのに、行田には泊まるところがない。二日間の滞在


だったが、市内観光をしてさらに街なかで懇親会をしてくれる


などすればお金も落ちる。日帰りから一泊観光に視点を変えて


見ていただけると、観光＝活力の一つになると思う。  


・観光拠点に関しては、以前から言ってきたとおり、休憩や食事、


土産物を買うといった場所がないので、早くつくってほしいと


思う。  


・「おもてなし」と簡単に書いてあるが、それは商店街も含め、無


料で湯茶の接待ができる場所の設置だと思う。無料でお茶が飲


める場所は非常に人気がある。土産屋だと「買わないと帰れな


い」という側面もあるので、そういう受け入れ体制、無料の接
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待場所がいくつもあれば大変よいと思う。  


・商店街に関しては、色々な施策を国としても進めてきたが、今


の流通の流れでは再興は無理だと思う。一方では商店街の衰退


を課題とし、もう一方では大型店を自由に出店させているとい


うやり方は大変矛盾しており、その結果が今である。このまま


であれば商店街の活性化は大変難しく、よほど条例をつくって


大型店を締め出すとか規制する、或いは営業時間を縛るとか面


積を減らすなどしないと、市でそういった条例が出せない以上、


商店街の活性化は大変難しい。  


・ただ、商店街の中で１つだけできると思うのは、生活インフラ


が整っているので、そこに老人向けの住宅を積極的につくって


いくということだ。住宅が増えると住む人が増えるので、車の


運転ができない方が家の周りで買い物するようになる。今の商


店街の活力を見出すのは、そういうところだと思う。  


・雇用の問題については、絶対的に雇用がなければまちの活力に


は結びつかないと、以前から思っている。ただ雇用に関しては、


派遣やパートとして極力、正社員化しない方向で進んできたの


で、その辺りを修正していかない限り、雇用の問題は安定しな


いと思う。  


・多方面にわたる御意見に感謝する。今言われた内容は、全般的


に以前から言われていることであるが、特効薬が目に見えない、


難しいという面もある。しかし、やはり尐しずつでも取り掛か


りを付け、解決方向に持っていきたいと考えている。  


・Ｐ85 の「地産地消」について、今夏の異常気象により、埼玉県


の奨励品種「彩のかがやき」に乳白米という現象が生じている。


現在検査しているところだが、例年だと１等米が 98％以上の比


率だが、先ほど申し上げたとおり、異常高温によって全て規格


外ということになってしまった。国の検査規格に通らない米と


いうことである。味については、昨年同等、或いはそれ以上の
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味である。委員から米の提供があるので、御確認いただければ


と思う。そういう観点を踏まえ、頭の片隅にでも「彩のかがや


き」という、行田で一番多く作付している米の品種に関し、理


解しておいていただきたい。  


・参考までに、平成 22 年の行田の水稲作付面積は 2,100ha で、そ


のうち 1,300ha が「彩のかがやき」と、その割合は 62％となっ


ている。新米の時期になったので、皆さまも御賞味をよろしく


お願いしたい。  


・今朝の新聞にも大きく出ていたが、今年の米は高温で非常に厳


しいという話があった。私も米を作っているが、暑さで日焼け


してしまい、成長も止まって成熟しない。規格外という話が出


たが、国が農家から米を買い上げるのに等級を分ける。１等・


２等の金額に大差はないが、３等になると途端に値が落ちる。


３等にもならず、検査の対象にもならない規格外の米というこ


とで、日本中で“くず米”として扱われているが、食べる分に


は変わらない。  


・ブランド米の検討委員会を市が先頭に立ってやり始めたわけだ


が、対象が「彩のかがやき」ということで、こういう結果にな


ってしまった。本来であれば、全国の食品コンテストに出展し


て、どのランクにいるかも踏まえた上で、行田の米がどうにか


全国で名が通るようにならないかということだったが、残念だ。


努力し始めているところなので紹介しておく。  


・工業団地の優良企業が市外へ出てしまったり、撤退してしまっ


たりした企業が何社かある。また、せっかく来る観光客が「こ


こで」という拠点がないので、結局お金を落とす場所がない。


古墳公園に行く、忍城の方に来てもらう、古代蓮の里へ行く、


利根大堰の方へ行くと、それぞれがバラバラなのだ。だからど


こかに拠点があればよいと、前々から皆さまに御提言いただい


ているところであるし、市としても常に考慮に入れているとこ
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ろである。こういったことを逆に市民に向けて提言して、よい


意見を出してもらい実行できればよいかと思う。  


・皆さまから色々と御意見があった。この分野について、事務局


から何かあるか。  


・これから行政が取り組まなければいけないのは、一過性のもの


ではなく新鮮味、驚き、回遊性を持った観光という部分である


と思う。財政状況の厳しい中、ハード面における新たな充実と


いうのはなかなか進まないところもあると思うが、今ある観光


資源や人の力を生かした中で、一泊の観光は現実的に難しいが、


そのようなことも視野に入れて今後は取り組んでいかなければ


いけないと感じたところだ。  


・また、その後の委員の米の対策については、規格外というのは


農家にとって死活問題であり、政府なり行政なりによる支援が


必要ということだが、これは天災であり広範囲にわたる問題な


ので、北埼地区全てが連携して取り組む方向になるかと思われ


る。  


・政策２の「安心・安全」についてだが、私は埼玉の休耕田で青


大豆をつくっている。暑さの影響で虫が大量発生してしまった


が、青大豆が取れるのはこの地区だけなので、差別化が図られ


目玉商品になると思う。それを大量生産してブランド化、商品


化することで、いかに消費者に買ってもらえる商品にするか、


今後伸ばせる取組みになるかどうかだと思う。強力な発信、そ


して農政課、商工会議所と契約して生産を充実させ、消費する


ような施策、それが今後の活性化に繋がる対策だと思う。よろ


しくお願いしたい。  


・委員から、地場産業の一つとして青大豆を広めたい、生産量を


増やし、それを色々な食品に加工して行田の特産物にしたいと


いう御意見があった。特に安心の面から見ると、今年は非常に


害虫が多く、私も尐し青大豆を作っているが、一切消毒はしな
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いやり方のため、非常に虫にやられてしまった。安心・安全の


もとにやるのであれば是非、害虫に対しても「殺せばよい」で


はなく、害虫に強い青大豆を順次研究して作っていく方向も必


要かと思う。地場産業の一つとして青大豆を取り入れていけれ


ばよいのでは、という貴重な御意見をいただいた。  


・熊谷や館林は今年、軒並みトップの高温ということで報道され


ていた。行田も同等か、それ以上の気温になっていたと思う。


そういった意味で、暑いことを逆の面から見て活性化に繋がれ


ばよいと思う。暑さの弊害という見方もあるとは思うが、これ


を何かに取り入れて考えていけば、また違った見方ができるの


ではという思いがした。  


・熊谷は暑さを逆手に取って PR している。測候所があるのでそこ


を中心として発表されるが、行田はそれ以上に暑いかもしれな


い。発表の場所が熊谷ということで重点的に扱われるが、逆転


の発想で利用することも必要かと思う。  


・P94、95 の「新たな産業の創出」という部分で、優良企業の誘


致に関しては、働き続けることが非常に大事だという説明があ


った。ここに「誘致に向けた取組みを促進します」とあるが、


これまでも誘致に向けたアクションは取っていたものと考え


る。私たちが見聞きする範囲では、長野工業団地もひと通り分


譲を終え、企業の進出が見られたという実態がある。今後、こ


の「促進」を考える時、行政としてどういう方向付けの下で働


き続けていこうとするのか。「現状と課題」でも“優れた企業の


誘致を促す優遇措置の検討が求められています”と記されてい


る。具体的に考えている措置もあろうかと思う。  


・今朝の埼玉新聞に、まさに江崎グリコ㈱の誘致を決めたという


北本市の記事が掲載されていた。これこそ、市が一丸となって


企業誘致に取り組んだ成果だろうと思われる。記事には「優遇


に関わる条例化も進めて形を見たもの」だということも書かれ
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ていた。行田市として今後、優良企業の誘致というのは、雇用


の促進と同時に人口増にも繋がり得る最も願望すべき部分では


ないかと思う。その辺りを考え合わせると、単にこの「促進し


ます」という表記だけでなく、もっと具体性を持って、市民に


分かりやすいような説明をいただけるのがよいのではないかと


思う。市の考えを伺いたい。  


・特に企業誘致については、北本のグリコ、寄居のホンダと特別


な優遇措置を施して県とともに進めたようである。本市でも特


別な優遇措置を考えてもらい、企業誘致に向けてなお一層の推


進を図っていければと思う。何か具体的な方策で発表できるも


のがあれば、事務局よりお願いしたい。  


・冒頭で会長からもお話があったように、総合振興計画は基本的


な方向性を示すものということで、当然、委員が言われるよう


な優遇措置も含めた対策を十分に考えていかなければいけない


と私自身は思っている。ここに盛り込むということよりも、方


向性を示したということで御理解いただきたい。  


・これからの企業誘致というのは、工業団地方式ではなくオーダ


ーメイド方式、企業の進出が決まったらその希望に合うように、


土地の条件を立地が可能になるよう合わせる、例えば行田であ


れば、カインズの進出に合わせて都市計画条件を合わせたのだ


が、そういうことが必要となる。そのような柔軟な施策をこれ


から打っていかなければ、企業誘致はできないと思う。  


・もう一つ、企業誘致で大事なことは、下水の処理ができるかど


うかだ。立地条件というのは自ずと、下水管の通っている、或


いは水道放流のできる土地に限られてくると思う。行田市でも


そういう土地は大小何箇所かあるが、やはり大型の企業を誘致


するということであれば、それなりの場所が自ずと決まってく


るわけだ。  


・これからは今までのように、一度決めた計画だから変更できな
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いという姿勢ではなく、もっと柔軟な都市計画の考え方を持た


ないとやっていけないと思う。県も団地方式はやっていかない


という姿勢である。市町村が企業誘致するには、そういった姿


勢を持っていないとできないと考えている。  


・事務局の説明に感謝する。その辺りはまさに、いま申し上げた


北本のグリコも全く同じ形態で取り組んでいるはずである。従


って、市としての今までの企業に対する行動が市民には見えな


いので、そういうことも踏まえて促進するという謳い方をして


いるものだから、その辺りをもっと力を入れた形で推進してほ


しいという趣旨での発言だった。  


・皆さんから貴重な御提言をいただき感謝する。  


・続いて、本日最後の大綱となる「安心・安全」について事務局


に説明を求める。  


（３）第５次行田市総合振興計画基本計画（原案）について 


   「安心・安全」 


（資料に基づき事務局より説明）  


・「安心・安全」の大綱について事務局より説明があった。  


・防犯対策による犯罪抑止、天災などの災害全般、交通災害関連、


消防救急関連、消費生活と５つの大きな政策で体系づけたよう


だ。  


・この分野については、市民意識調査では市に対して政策の充実


を求める声が高いところに位置していたと思うが、全ての政策


がまさに人命に直結する重要な取組みでもある。一つひとつを


見れば、うるおいの大綱と同様、市民側に相応の努力や意識改


革が求められるところだが、先の会議において、行田は大きな


災害が尐ないことが強みである反面、災害に対する市民の危機


感が薄いのではないかというお話もあった。  


・それでは、安心・安全の全般について皆さまの御意見をいただ


ければと思う。  
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・P103 のまちづくり指標「自主防災組織率」が現在 24.6％になっ


ている。そして５年後が 65％になっているが、行田市には 186


の自治会があり、自治連では今年度中に 60％を目指しているの


で５年後にはもう尐しいくと思う。  


・各地区の自治会を中心に、自主防災組織が結成されている。現


在は数が尐ないが、もっと市全体で結成されていけば、防災の


面でも非常に強力な後押しになろうかと思う。  


・犯罪の関係だが、不審者によって児童が狙われるという大変シ


ョッキングな時代になり、教育委員会を中心に学校応援団を組


織したり、ボランティアの帽子を作って各自治会長を通して募


ったりしたが、以前と比べると今は自主的に子どもたちを守っ


てあげようという方々が増え、行田にはこんなにもいるのだと、


非常に多いことに大変驚きを持っている。学校としても大変あ


りがたいし、子どもたちも安全に下校できるし、また防災無線


放送も大変効果があったようで、まち全体で子ども守っている


という意識が広がっていると思う。ただ、それに安心するので


はなく、これからボランティアに参加する方々もどんどん高齢


化することもあるし、また色々な要望等があるので、市として


も是非、今後ともこういった組織の維持や金銭面における援助


を今後ともお願いしたいという気持ちである。  


・各小学校においては、安心・安全に教育ができるようにという


ことで、下校時にはボランティアの方に見守ってもらっている。


学校に近いところならまだよいが、ちょっと離れた地域、例え


ば私の家からは学校まで約１時間かかる。6 年生で 40 分くらい


である。朝は 7 時に出ると遅刻になるので 7 時前に出るが、帰


りは 1、2 年生は 1 時間以上かかる。学校から自宅の入り口まで、


ボランティアの方が毎日手分けして送ってくれるというので、


距離はあるが安心して学校に通わせられると、児童の家族から


非常に好評をいただいている。ボランティアは高齢化している
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が、ぜひ継続していきたいと思う。また、新たに定年などで「今


度時間ができるから」と参加される方も多い。市民との協働で


子どもを守るということである。  


・防災無線の録音は女性の声だが、たまには子どもがするという、


子ども目線での放送は考えたことはないか。  


・学校の中では子どもが放送することはあるが、市としては分か


らない。  


・聞いた話では館林でやっているようだ。  


・館林でやっている話は聞いたことがある。担当に伝えておく。  


・今の女性の声もよく通っていてよいと思うが、そういう意見が


あったということで、何か機会があったら検討していただきた


い。  


・防災無線の話に関連するが、学習指導要領が変わり、各学校の


授業の時間帯が動いている。防災無線は２時 40 分に放送されて


いるが、それでよいのかどうか。教育委員会と検討して、ずら


す必要がもしかしたらあるかもしれない。  


・人命に関わる防災面の救急体制について、御存知のとおり救急


車はフル稼働という状況であり、救急車の増車と職員の増員に


当たっているが、病院ですぐ診てくれるということで救急車を


呼ぶ人がいるという話もかなり聞く。断るわけにはいかないの


で、救急車が出払っている場合は消防車で駆けつけ先導したり、


火災だけでなくそういう方面でも利用されている。市民への利


用についても、改めて考えさせてもらった方がよいのではない


かという気もする。  


・この安心・安全全般について、皆さんからまだ御意見があろう


かと思うので伺いたい。  


・自主防災組織が今年度、60％に達しているという話があったが、


民生委員の立場として心配なのが、65 歳以上の高齢者が平成 26


年には約 25％になるという統計である。日中に大きな地震があ
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った場合、ほとんどの大人は遠く離れたところで仕事をされて


いるので、 60％に達した場合でも昼間は心配である。そこで考


えたのだが、中学生を自主防災組織の一員として教育できない


か。  


・これからの高齢化社会において、もし大きな災害が起こった場


合、学生に対しても訓練や日頃からの備えをやっていけないも


のかという御意見だった。これはやはり、教育委員会で検討す


るよい議題ではないか。委員いかがか。  


・今のところ、大きな災害が起きた場合、まず校内で安全を確保


する。その後、保護者に連絡し、仕事等でいない場合は地区ご


とに代表が決まっているので、その方々への引渡しをすること


になっている。その訓練は定期的に行っている。つまり、第一


に考えるのは児童・生徒の安全確保、それだけであり、生徒を


外に出して災害活動に参加させるというのは、今のところ考え


ていない。  


・小学生でも中学生でも、大きな地震などが起きた場合は、子ど


もの安全を確保するというのが学校においては一番かと思う。


自主防災組織を地域ごとに数多く組織して、自治会や隣組を中


心に、特に高齢者や一人暮らしの方を把握するということが非


常に大事になってくるだろう。自治会を通して自主防災組織を


細かく組織していくこと、どこにどのような方が住んでいるか


ということを隣組が把握してくれれば、すぐに駆けつけること


もできるし、道路が塞がれて動けないこともあるので一番力強


いと思う。そういう点では、隣組は非常に重要になると思う。  


・事務局より何かあるか。  


・安心・安全に掲げた施策は全て市民の命に直結するものである。


様々な取組みに対して新たな視点からの考え方や御意見もいた


だいたが、これは出来る・出来ないの話ではなく、あらゆる方


面から可能性を探り、安心・安全に関する取組みの充実を、今
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会 長  


後 10 年間に限らず継続できるように高めていくことが大切だ


と思っている。それらを総括した中で、この大綱を推進してま


いりたい。  


議事の終了  


・本日予定していた３本の大綱に係る審議はひとまず終了する。


次回は、これに続く「はぐくみ・ふれあい」の大綱について審


議を予定しているが、進捗によっては、続く信頼の大綱の部分


まで審議に入りたいと考えているので、お忙しいとは思うがお


目通しをお願いする。  


・また、11 月９日に市長への答申を予定しているが、答申の内容


については、基本構想や基本計画のように事務局で作成するも


のではなく、私ども委員が作成するものである。皆さんの承認


をいただけるならば、会議録に掲載されている御意見を主体に、


横田副会長とも相談の上、委員を代表してまとめさせていただ


ければと思うが、いかがか。  


（会長に一任の声）  


・それでは、皆さんを代表して答申をまとめさせていただくので、


御協力の程よろしくお願いする。  


・これを持って、会議の進行を事務局へお返しする。  


＜終了＞  
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